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山寺郷土研究会会員他参加者山寺郷土研究会会員他参加者

見つけた見つけた!! キノコキノコ

高瀬お通り沢維持保存会参加者他高瀬お通り沢維持保存会参加者他

あら、ようこそあら、ようこそ

芦澤峠から天狗岩を眺める芦澤峠から天狗岩を眺める

ゆっくり、急がずにねゆっくり、急がずにね!!

芦沢じり 地蔵畑にて芦沢じり 地蔵畑にて芦沢じり 地蔵畑にて芦沢じり 地蔵畑にて

　

「
今
か
ら
千
百
有
余
年
前
、
円
仁
和
尚
（
慈
覚
大
師
）

が
山
寺
に
巡

じ
ゅ
ん

錫し
ゃ
くな

さ
れ
、
天
台
宗
布
教
の
学
問
所
宝
珠
山

立
石
寺
根
本
中
堂
を
開
創
な
さ
れ
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
▼
「
三
千
院
本
伝
」
に
は
、
円
仁
和
尚
（
794
～
864
年
）

の
東
北
巡
錫
は
、
天
長
六
、七
年
（
829
年
～
830
年
）
と
記

録
さ
れ
て
い
る
▼
860
年
に
は
、
立
石
寺
に
時
の
清
和
天
皇

か
ら
十
里
四
方
の
寺
領
と
「
立
石
倉
印
」
を
下か

賜し

さ
れ
て

い
る
（
円
仁
和
尚
置
文
写
他
）
▼
円
仁
和
尚
は
、
先
に
開

創
し
た
高
瀬
下
東
山
「
最
上
山
風
立
寺
」
を
立
ち
、
休
石

か
ら
お
通
り
沢
沿
い
を
登
り
、
芦
澤
峠
（
座
頭
峠
）
で
山

寺
の
天
狗
岩
を
眺
め
、沢
筋
沿
を
下
り
、山
寺
地
内
に
着
き
、

喜
び
の
読
経
を
な
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
地
は
今
地
蔵
畑

と
呼
ば
れ
、
板
碑
が
数
基
立
っ
て
い
る
▼
円
仁
和
尚
は
東

方
の
南
院
台
地
へ
と
進
ま
れ
、
現
在
の
対
面
石
（
岩
塊
）

で
、
当
時
の
山
寺
地
主
神
・
磐
司
磐
三
郎
に
御
山
譲
り
を

請こ

う
た
。釈
迦
ヶ
峰
下
の
岩
洞
で
護
摩
供
養
、座
禅
を
修

し
ゅ
う

し
、

山
寺
開
山
の
端た

ん

緒し
ょ

を
開
い
た
▼
以
後
、
休
石
・
お
通
り
沢

～
山
寺
・
地
蔵
畑
の
古
「
山
路
」
は
、
千
百
有
余
年
後
の

昭
和
30
年
代
ま
で
、
高
瀬
～
山
寺
の
重
要
な
生
活
道
・
作

場
道
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
30
年
代
後
半
頃
か

ら
そ
の
道
筋
す
ら
判
別
で
き
な
い
ほ
ど
衰す

い

微び

の
一
途
を
辿

っ
て
き
た
▼
令
和
元
年
、「
山
寺
開
山
縁
の
山
路
を
荒
廃
し

た
ま
ま
に
し
て
お
け
な
い
」
と
、
天
童
在
住
の
原
田
忠
幸

さ
ん
、
花
輪
輝
美
さ
ん
か
ら
提
案
を
受
け
た
。
お
二
人
を

山
寺
郷
土
研
究
会
会
員
に
迎
え
、「
荘
内
銀
行
ふ
る
さ
と

創
造
基
金
」
の
助
成
を
申
請
し
、「
山
寺
に
仏
教
文
化
を

も
た
ら
し
た
古
山
路
」
を
蘇
え
さ
せ
る
修
復
に
取
り
か
か

っ
た
。
２
年
後
修
復
は
か
な
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

蔓
延
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
山
寺
郷
土
研
究
会
は
令
和
元
年

10
月
、
高
瀬
お
通
り
沢
保
存
会
は
令
和
２
年
10
月
に
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
▼
皆
さ
ん
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が

鎮
静
化
し
た
暁
に
、
是
非
開
山
古
道
を
歩
い
て
み
て
、
山

歩
き
の
楽
し
さ
・
癒
し
、
発
見
を
実
感
し
て
み
て
下
さ
い
。

山寺に仏教文化をもたらした歴史・古「山路」を楽しもう山寺に仏教文化をもたらした歴史・古「山路」を楽しもう
休石・お通り沢～芦澤峠(座頭峠)～山寺・地蔵畑
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山寺端山：宝珠山立石境内山寺端山：宝珠山立石境内

　

今
、
漫
画
「
山

寺
グ
ラ
フ
ィ
テ

ィ
」（
小
学
館
発

行
）
で
、
立
石
寺

境
内
寺
院
に
奉
納

さ
れ
て
い
る
『
ム

カ
サ
リ
絵
馬
』

が
「
死
者
が
ア
ノ

世
で
結
婚
し
て
い

る
」
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
話
題
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
『
ム
カ
サ

リ
絵
馬
』
奉
納
風

習
が
、
宝
珠
山
立

石
寺
で
続
け
ら
れ

て
き
て
い
る
こ
と

は
、
私
た
ち
山
寺

に
住
ま
い
し
て
い

る
者
が
誇
り
に
す
べ
き
素
晴
ら
し
い
こ
と

な
の
で
あ
る
。
人
が
亡
く
な
っ
た
ら
「
ど

う
な
る
の
か
」
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最

大
の
関
心
事
で
あ
る
。
こ
の
問
い
か
け
に

的
確
に
応
え
よ
う
と
、
多
く
の
方
々
が
、

こ
れ
ま
で
、
現
在
も
、
こ
れ
か
ら
も
探
究

し
続
け
ら
れ
る
課
題
で
あ
る
。

　

死
ん
で
し
ま
え
ば
「
そ
れ
で
終
わ
り
」

と
思
っ
て
い
る
方
は
極
ご
く
少
な
い
の
で

は
な
い
か
。
殆
ど
の
人
は
「
亡
く
な
っ
た

ら
、
ど
こ
か
で
生
前
よ
り
、
よ
り
ま
し
な

暮
ら
し
が
し
た
い
」
と
願
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
よ

く
「
御
迎
え
の
来
る
歳
に
な
っ
た
」
と
耳

に
す
る
。
亡
く
な
る
と
、
阿
弥
陀
如
来
が

迎
え
に
来
て
、
遠
い
西
方
の
彼
方
に
あ
る

と
い
う
極
楽
浄
土(

あ
の
世)

へ
お
連
れ

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、

こ
う
つ
ぶ
や
く
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
亡

く
な
っ
た
ら
、近
く
の
あ
ま
り
高
く
な
い
、

美
し
い
山
に
登
り
、
そ
の
頂
か
ら
里
に
遺

し
て
き
た
家
族
を
見
守
り
な

が
ら
過
ご
し
、
深
山
、
天
に

昇
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
話

す
人
も
お
ら
れ
る
。

　

山
形
県
の
各
地
に
『
ハ
ヤ
マ
』
と
呼
ば

れ
る
山
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。『
ハ
ヤ
マ
』
研
究
に
造
詣
の
深
い
千

歳
栄
氏(

元
千
歳
建
設
社
長)

は
、
山
形

の
千
歳
山
、
山
寺
の
宝
珠
山
立
石
寺
境
内

の
御
山
も
『
ハ
ヤ
マ
』
だ
と
見
る
。『
ハ

ヤ
マ
』は
、東
北
南
部
、特
に
山
形
に
多
い
。

　

米
沢
笹
野
の
羽
山
、
長
井
の
葉
山
、
上

山
の
葉
山
、
村
山
の
葉
山
、
庄
内
で
は
羽

黒
山
を
端
山
、
由
良
の
葉
山
等
々
。

　

人
里
に
近
く
、
あ
ま
り
高
く
も
な
く
、

美
し
い
山
容
を
誇
っ
て
い
る
『
ハ
ヤ
マ
』

と
呼
ば
れ
る
山
が
あ
る
。
往
昔
、
日
本
人

は
亡
く
な
っ
た
人
の
死
体
を
『
ハ
ヤ
マ
』

の
山
裾
に
捨
て
た
と
い
う
。
死
体
は
腐
敗

し
肉
が
落
ち
る
。
そ
の
時
、
霊
は
肉
体
を

離
れ
、『
ハ
ヤ
マ
』
と
呼
ば

れ
る
山
に
登
る
と
信
じ
た
。

靈
は
こ
の
『
ハ
ヤ
マ
』
の
頂

か
ら
住
み
慣
れ
た
里
に
遺
し

て
き
た
家
族
を
33
年
間
（
49

日
間
と
も
）、
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
と
信
じ
た
。
立
石

寺
の
御
山
（
境
内
）
に
登
っ

た
霊
は
、
33
年
間
を
過
ご

し
、
よ
り
ま
し
な
く
ら
し
を

求
め
て
深
山
（
月
山
）
か
ら

天
に
昇
っ
て
い
く
。
里
に
残

さ
れ
た
家
族
は
御
山
の
頂
を

仰
ぎ
、
先
祖
の
靈
に
手
を
合

わ
せ
語
り
か
け
、
正
月
、
春
・

秋
の
彼
岸
、
お
盆
に
、
ご
先
祖
を
お
迎
え

し
、
供
養
を
行
っ
て
日
々
を
過
ご
す
。
こ

の
『
ア
ノ
世
観
』
が
『
ハ
ヤ
マ
信
仰
』
で

あ
る
。『
死
者
の
集
う
御
山
だ
』
と
も
言

わ
れ
て
き
た
立
石
寺
境
内
の
御
山
は
、
正

に
『
ハ
ヤ
マ
』
な
の
だ
と
。
千
歳
栄
氏
は

篤
く
語
る
。

　

『
ム
カ
サ
リ
絵
馬
』
は
、こ
う
し
た
『
ア

ノ
世
観
』
の
想
い
か
ら
、
幼
子
を
亡
く
し

た
親
や

親
族
が
、

結
婚
適

齢
期
に

な
っ
た

亡
き
幼

子
に
よ

き
伴
侶

が
恵
ま

れ
る
よ

う
と
願
い
、
愛
し
さ
を
込
め
て
奉
納
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
立
石
寺
の
御
山（
境
内
）

に
は
、
幼
子
だ
け
で
な
く
、
亡
く
な
っ
た

多
く
の
方
の
縁
の
品
も
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

　

『
ム
カ
サ
リ
絵
馬
』
は
、山
寺
で
の
『
仏

教
文
化
』
と
『
土
着
ハ
ヤ
マ
信
仰
』
が
習

合
し
た
姿
の
一
つ
で
あ
る
。

　

千
百
有
余
年
前
、
円
仁
和
尚
（
慈
覚
大

師
）
が
高
瀬
風
立
寺
を
立
ち
、
お
通
り
沢

を
辿
り
、
山
寺
を
め
ざ
し
た
。
南
院
の
台

地
と
立
谷
川
を
挟
み
対
峙
す
る
霊
気
漂
う

御
山
に
、
こ
こ
こ
そ
が
天
台
宗
布
教
の
拠

点
に
相
応
し
い
と
の
想
い
で
、
地
主
神
磐

司
磐
三
郎
に
御
山
譲
り
を
請
い
、
宝
珠
山

立
石
寺
を
創
建
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

「ムカサリ絵馬」奉納「ムカサリ絵馬」奉納
亡くなった幼

おさな

子
ご

への親の愛しいおもい

千
手
院
観
音
御
開
帳
延
期

千
手
院
観
音
御
開
帳
延
期

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め

子
年
御
開
帳
が
一
年
延
期
さ
れ
、
令
和
３

年
５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
に
実
施

さ
れ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
鎮
静
を
祈

願
す
る
ご
参
拝
を
、
是
非
。

令和３年１月１日現在 山寺戸数421戸、総人口1,097人（男534人、女563人）　市統計より




